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り

我
等
の
総
力
を
奉
げ
て

よ

作
ろ
う
日

明
る
い
町
を

t:. 

市

長

か

ら

・

・

・

・

・

・

市

民

の

皆

様

へ

政

皆
3
ん
、
私
は
、
明
朗
な
市
政
、
明
る
い
大
村
市
の

建
設
を
念
願
と
し
て
努
力
工
て
居
わ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
健
康
で
、
明
る
い
生
活
が
で
き
、
毎
日

力
一
ば
い
働
く
三
止
は
、
皆
さ
ん
、
例
入
の
幸
耐
の
み

で
在
く
、
市
も
闘
も
柴
え
る
も
と
で

あ
り
ま
す
。

散
で
も
長
生
き
を
し
た
い
。
達
者
で

一
生
左
暮
し
・
に

い、

E
願
わ
ぬ
も
の
は
泣
い
で
し
ょ
う。

健
康
は
、
一
家
を
明
る
く
し
、
村
や
、

町
や
、
闘
を
明
ろ
く
す
る
も

の
で
す
。

昔
か
ら

「
人
生
五
十
年
」
と
い
わ
れ
、
日
本
人
の
誇
命
は
非
常
に
短
か
L
っ
た

の
で
す
が
昭
和
二
十
七
年
に
は
平
均
が
六
十
三
才
忙
の
び
て
居

p
、
今
や

「
人
生

六
十
年
」

と
た
め
ま
し
た
ロ

三
れ
に
は
い
ろ
/
¥h
の
一
非
常
に
少
在
く
左
ゎ、

一を
悩
ま
し
て
居
め
ま
す
。

原
閃
が
あ
る
と
思
い
ま
す
一
慢
性
の
結
核
の
よ
う
た

一殊
に
載
が
大
村
市
収
践
念

が
、
ま
ホ
乳
幼
児
の
死
亡
一
も
の
も
、
殆
ん
き
姿
を

一た
が
ら
停
染
病
の
多
い
所

が
少
な
く
た

っ
た
事
と
体
一
治
し
つ
つ
あ
る
現
献
で

丁
と
し

て
有
名
で
あ
り
ま

染
病
で
死
ぬ
人
が
減
っ
た
一
あ
り
す
す
。

一す
口
昭
和
二
十
八
年
の
}

の
が
犬
、き
在
原
閃
で
は
友
一

然
る
に
我
が
固
に
於
て

一年
間
に
七
百
六
十
名
の
患

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一は
、
死
亡
率
こ
そ
低
下
し

一者
が
出
て
、
之
の
治
療
に

外
闘
の
進
ん
記
闘
で

一
て
い
ま
す
が
、
侮
染
病
は

一要
し
た
費
用
が
約

一
千
万

は
、
念
牲
の
停
染
病
は
一相
変
ら
奇
跡
暁
生
し
て
国
民
一同
あ
り
ま
す
.

一
日
も
早
く
、
乙
の

偲
染
お
を
大
村
か
ら
駆

逐
し
た
り
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
ま

やJ
体
染
病
を
煤
介
す
る

師
、
蚊
、
ネ
ズ
ミ
等
を

退
治
し
在
け
れ
ば
在
り

ま
せ
ん
。
い
ま
金
閥
的

に
、
ハ
ヱ
、
蚊
、
ネ
ズ

ミ
等
の
い
た
い
村
や
町

を
作
る
運
動
が
盛
花
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
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(一)

皆
さ
ん
も
、
ご
承
知
の
一
三
の
部
落
の
人
々
が
、
あ
一
止
、
必
わ
せ
て
工
夫
し
一

泊
り
、
隣
め
の
彼
杵
町
は
一

の
集
闇
赤
一
例
川
苦
し
い
経
一

日
4
年
く
立
派
た
そ
デ
ル

ハ
ヱ
、
蚊
、
ネ
ズ
ミ

の
い一
験
K
よ
っ

て
、
更
に
脊
起
一
市
を
建
設
し
た
い
主
思
い

在
い
日
本

一
の
モ
デ
ル
術
一
し
、
美
事
に
、
ハ
ヱ
も
、

一ま
す
。
そ
れ
に
は
徒
ら
忙

生
地
区
と
の
折
制
が
つ
い
一
蚊
も
、
ネ
ズ
ミ
も
い
註
い
一
金
を
か
け
る
こ
と
た
く
、

て
い
す
す
。
併
し
大
府
市
一
地
区

忙
し
て
し
ま
い
ま
し
一
各
人
の
公
衆
衛
生
忙
関
す

内
に
も
、
彼
杵
に
ま
け
在
一
た
。

一
る
心
掛
P
竪
く
守
っ
て
や

い
と
言
わ
れ
る
部
落
が
あ
一
大
村
市
は
今
回
勝
当
局
一
れ
ば
必
?
で
き
る
と
思
い

り
ま
す
。
大
佐
古
、
諏
訪
一
か
ら

モ
デ
ル
衛
生
都
市
建
一
ま
す
。
市
民
全
休
が

一
休

二
区
、
水
回
一
匹
が
そ
れ
一
設
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
一
三
在
っ
て
や
れ
ば
必
や
で

で
、
犬
佐
古
と
言
え
ば
咋
一
自
分
の
位
む
家
や
、
町
を
一
き
る
さ
確
信
し
て
い
ま
す

年
三
月、

集
開
赤
剰
が
護
一
明
る
く
、
き
れ
い
に
す
る
一

変
す
る
郷
土
大
村
三
=
一
、
本
郡
担
嘗
任
務

生
し
た
所
で
あ
め
ま
す
が
一

た
め
に
、
皆
さ
ん
が
、
力
一

た
め
、
私
も
全
力
を
謹一
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、
牢
部
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の
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画

期

一子
議
選
P
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こ

め

益

事

務

は
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係

長
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敏
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p
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J
心

一
一
と
れ
を
写
。

一九一二
時
針
調
子
明
礼
二
日
十
州
諸
認

可
信
一
い
[
『
へ
必
/
d
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?
γ為
V
G
二

州

訓

告

別

問

聞

は

「ト
l
h門
け

い

し

い

|

|

仁

川

内

札

m
i
l
lし
一

c
、
指
導
昔

、

絶

え

?
・

一
や
・
モ
デ
ル
衛
生
町
戸
部

大
村
モ
グ

Y
衛

生

市

の

計

画

一
落
)
を
読
し
、
長
、

，イ
J
F
.

一

E
虫
む
跡
除
方
法
及
び

市
役
所
に
建
設
本
部
や
設
置

一
剛
一
時
間
十
社
仙

一

、

主

旨

一
査
、
研
伸
丸
、
並
ひ
に
震

モ
デ
ル
衛
生
市
の
建
設
を
促
進
し
、
そ

の
事
裁
を
完
金
に
実
説
す

る
た
め
、

推
進
一
地
指
詳
K
官
る
。
指
導

機
構
と
し
て
市
役
所
内
に
大
村
モ
デ
ル
衛
生
市
建
設
本
部
、
各
出
強
所
内
に
向
指
一
班
の
統
轄
事
務
は
防
疫

導
支
川
、
各
町
(
部
落
)
忙
同
質
行
部
を
設
世
す
る
。

係

長

こ

れ

を

在

す。

ニ
、
本
部
機
構

7
、
思
校
協
力
班
、
推
進

キ
部
は
，左
の
組
織
に
よ
る。

回刷所

じ
ま
す
。
何
卒
、
皆
さ

ん
も
、
熱
意
yc
創
意
工

夫
を
以
っ
て
頑
接
っ
て

下
さ
い
。
.

・
大
村
か
ら
、
ハ
エ
も

蚊
も
、
ノ
ミ
も
、
ネ
ズ

ミ
も
肌
迭
し
、
体
染
病

を
た
く
し
て
明
る
い
、

大
村
市
を
建
訟
L
た
い

主
思
い
ま
す

。
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師
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長
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工
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所
会
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敬
背
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貝
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員
長

連
合
婦
人
会
長

連
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青
年
園
長

本
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画
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長

市

民

路
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機
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係

|

|

衛
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係

(
山
政
所
長
)

顧

問

ハ

遡

誌

な

人

を

委

蝿

U

玉
、
支
部
担
…
富
任
務

1
、
指
導
支
部
材
、
氷

部
の
指
示

K
従
い
管
内

全
般
ι

c
t
J

プ
ル
衛
生
建

設
桁
柏市
K
営
る
。
4
4

六
、
貸
行
部
機
構

各
町
f

郵
務
』
嘗
行
部

付
左
の
組
織
K
よ
る
。

的
各
賞
行
部
の
情
況
に

よ
め
副
部
長
、
副
班
長

を
お
く
。

J

-l調
査
指
導
班
長

l
l班
員

賞
行
部
長

l
l
下

作

業

班

長

11
2

』
町
総
代
又
は
J

一
|
-
智
力
班

長
|
|
駅
員

「
戸
線
盆
秒
前
入
、

i
l
h
i
h

士
、
賓
行
都
担
嘗
任
務
一
戸
別

忙
懇
切
た
る
宮
地
指

1
、
鉄
行
部
長
持
、
宅

、テ一
幹
を
た
す
。

ル
ル
州
生
町

A'剥
落
v

建
設
一

3
、
作
業
班
長
位
、
前
F

む
究
め、

本
自
又
村
支
部一

掃
の
責
K
任
じ
、
最
も

の
指
示
K
佐
い
、
ふ
る
い
一
勤
果
的
じ
叢
生
似
を
挟

は
創
意
工
夫
し
、
私
肱
的
一

誠
L
、
号
、テ
ル
和
司
町

K
安
行
の
責
K
任
じ
、
地一

f

部
落
)
建
設
の
巨
M
m

区

R
ri桁
尊

κ古
る。

一

注
戚
に
辿
挫
す
る
0

2
、
訓
査
祐
部
班
長
は
、
一

4
F、
協
の
研
長
の
任
務

部
長
mb
作
一亦
に
依
ゎ
、
班
一
各
協
力
班
長
は

.
m員

員
を
持
説
し、

発
生
倣
む
一
を
指
折
L
、
公
共
場
所

訓
査
止
邸
除
方
法
、

及
ひ一

の
続出
生
似
の
臨
除
並
に

そ
の
間
帯
事
業

w
闘
し
、
一
柿
修
、
清
掃
需
を
行
う

固
め
け
資
産
の
許
債
格
ド
付

て

税

務

諒

か

ら

街

知

ら

ぜ

昭
恥
二
十
九
年
・
三
月
一
日
か
ら
問
廿
日
迄

回
定
資
叢
許
債
格
の
縦
覧
期
で
あ
わ
J

ま
す

昭
和
二
十
九
年
度
の
許
償
格
怯
、
自
治
庁
が
指

示
し
究
開
定
資
産
の
標
準
憤
格
K
よ
っ
て
、
知

事
が
各
市
町
村
に
指
示
し
た
官
市
の
平
均
債
格

位
、
昭
和
二
十
八
年
度
の
場
合
K
比
較
し
て
、

回
二
十
七
%
、
州
二
十
=
一%
、
宅
地
主
十
一

一%

前
後
、
山
林
六
十
九
%
、
原
野
十
二
%
の
値
上

け
容
で
、
結
局
二
十
九
年
度
は
、
そ
れ
冗
付
高

く
た

っ
て
お
め
ま
す
。

値
上
げ
の
理
由
と
し
て
は
、
一
般
地
慣
の
上

昇
、
物
偵
指
数
の
上
昇
や
、
米
憤
の
変
劃
、
又

は
人
口
増
加
率
等
K
作
う
も
の
の
よ
う
で
あ
り

ま

す

。

ハ

税

務

課

〉

納

税

貯

蓄

を

い

た

し

奮

し

よ
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ど
、
ー
し
て
モ
デ
ル
街
牛
一
市
た
つ
く
る
か
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に
使
用
し
、
主
と
し
て

物
理
的
、
或
は
機
械
的

方
法
で
駆
除
が
出
来
、

長
期
間
絶
誠
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

大
村
市
か
ら
蚊
や
、
は

え
を
た
く
し
、
ぞ
デ
ル

衛
生
市
K
す
る
事
は
、

決
し
て
夢
で
ほ
あ
わ
ま

せ
ん
。
管
際
に
蚊
ゃ
、

は
え
を
た
く
し
台
市
町

村
が

H
本
中
に
ご
守
余

も
あ
り
ま
す
。
市

F
の

一
人
一
人
が
「
ツ
ポ
ド

コ
ロ
」
を
知
っ
て
、
そ

の
気
で
や
れ
ば
、
蚊
や

は
え
は
戸
年
で
大
村
市

か
ら
、
た
く
す
旬
。
こ
と

が
で
き
ま
す
。

衛

生

害

虫

の

騒

除

法

害
虫
の
駆
除
付
根
本
的
K
、
た
る
べ
く
お
金
を
使
わ

や
J

仁
行
わ
た
付
.
れ
ば
、
在
わ
ま
せ
ん
か
ら
、
挟
の
方

法
主
順
序
K
よ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

一
、
発
生
源
の
除
去

:
:
:
主
ミ
し
て
物
盟
的
駆
除

ハ
努
力
作
業
ν

ニ

、

幼

虫

の

駆

除

:
:
:
主
さ
し
て
物
理
的
、
化

事
的
、
生
物
串
的
ハ
魚

等
の
飼
育
)
跡
除

=
一
、
成
虫
の
駆
除

:
:
:
主
B

と
し
て
化
単
的
駆
除

戸
別
問
ロ

m
K
よ
る
)
¥

三
れ
そ
例
え
て
云
え
ば

経
病
的
に
も
亦
利
で
す
か

先
?
、

稜
生
す
ろ
根
元
は
ら
、
「
蚊
」
在
ら

「
除
、ヮ

「
蚊
」
で
し
た
ら
水
が
り
一
ふ
ら
」
の
内
K
、
「
付
え」

「
は
え
」
で
し
た
ら
、
州
側

一在
ら
「
う
じ
L

の
内
忙
殺

て
の
有
機
物
ハ
附
れ
易
い
一
し
て
し
ま
う。

物
〉
に
産
卵
し
ま
ず
か
ら

一そ
れ
で
も
生
き

の
び
た
成

そ
れ
ら
の
根
元
を
物
理
的
一出
が
、
い
た
ら
引
い
似
的
に

忙
取
り
除
け
ば
恒
久
的
K
一都内
口川
守山肌

っ
て
、
幼
虫
と

殻
生
が
防
止
問
来
ま
す
。
自併
せ

て
肌
除

kmめ
Z
。

攻
医
、
羽
加
が
生
え
て
一
飛
び
以
下
、
三

コ
上
う
な
行
き

L
A
っ
て
か
ら
付
、肌
附
が
閣
か
た
で
、
術
性
客
虫
の
蜘

献
で
、
効
率
的
K
も
亦
、

一
除
法
そ
紹
介
し
ま
す
。

村大臨時務

青
年
圏
、

一

、

蚊

の

駆

除

法

1
発
生
源
の
除
去

「
除
う
ふ
ら
」
が
湧
く

の
は
、
水
の
あ
る
主
ろ

に
限
り
ま
す
か
ら
。

ィ
、
溝
は
毎
日
掃
除
し

て
疏
れ
を
よ
く
し
て

お
く
こ
と
。

ロ、

宗
ぴ
ん
、

袋
路
、

割
れ
茶
碗
、
竹
の
切

株
等
に
も
雨
水
が
間

る
か
ら
放
置
し
た
い

V

}

止。

ハ
、
用
水
K
は
、
完
全

た
「
ふ
た
」
を
付
け

る
か
、
毎
週
一
回
水

を
取
換
え
る
と
と
。

ハ
底
陀
は
卵
が
付
い

て
い
る
か
ら
、
た
わ

し
で
洗
う
こ
と
〉

-
一
、
地
や
水
槽
に
は
噴

水
在
ど
で
水
面
を
波

立
た
せ、

怯
う
ふ
ら

そ
喰
う
魚
を
制
、
コ
こ

'と
。
ハ
水
聞
が
波
立
っ

て

い
Z
E
蚊
は
産
卵
し

た
い
J
〉

ホ、

整
地
、
現
立
地
等

忙
よ
り
、
潟
地
を
無

く
す
之
と
。

ヘ
、
溝
、
川
、
他

の
周

ゎ、

垣
根、

立
木
等

の
下
草
、
雑
草
は
刈

わ
取
る
こ
と
。

ト、

墓
所
の
花
立
や
叉

仰
い
水
盤
等
に
は
「
ふ

た
L

を
す
る
か
、
砂
、

小
石
を
入
れ
て
「
怯

う
ふ
ら
」
を
湧
か

3

在
い
こ
と
。

チ
、
墓
地
、
山
刷
の
淑

地
に
は
水
が
た
く
さ

も
、
「
や
ぷ
蚊
」
が

生
育
す
る
か
ら
、
下

草
を
刈
っ
て
乾
燥
さ

す
こ
主
。

Z
幼

虫

の

髄

除

ィ
、
蚊
の
幼
虫
「
見
守
コ
ふ

ら
」
は
、
成
虫

忙
た
る

に
は
約
十
日
か
か
る
か

ら
毎
週
一
回
は
右
の
よ

う
在
場
所
の
殻
見
忙
・
努

め
る
之
と
。

ロ、

抑
川
水
を
流
し
て
、
「
怯

う
ふ
ら
」
を
、
ほ
し
殺

す
こ
色
。

ハ
い
川
町
出
…
明
、
慣
は
い
山
一
』
一
ペ
「
町
わ
止
め
」

小
一

の
ろ
/

人

-R!て
来

一

問

、

し

ら

み

の

駆

一
て

「
〕山
じ
ら
み
L

K
は
一

到
拘

1
1
1
um
持

一

丸

は
、
臼
円
川
除
し
一

る
の
で
山
什
易
陀
州
政
で

一

三

、

.
i

一

食
附
・
と
石
仙
の
川
合
一
山

一

コ
ン
t
y
ー
ル
年
を
位
則
一

放

l
飢
い
託
、
[
な
一

さ
の

〉

一

防

U

一
で
一一山
尚子
M
-

泣
L
、
コ
十一

す

る

こ

・

と

。

一

い

こ
と
。

一

ぐ
刷
版
瓶
、
州
説
器
、
一卵
、
衣
、
毛
じ
ら
み
の
一
二

分
後
、
川
で
枕
い

て
卯

一

日
小
成
虫
の
騒
除

一
へ

、
午
持

り
小

ιは
、
一
雌
取
紙、
引
抑
制
す

F
L種
類
が

あ
め
ま
す
が

一

ま
ぜ
殺
すヲ
)
三

。

一

イ、

屋
内

1
1町
一、
天
井

一

よ

く
前
抗
L
.
吸
わ
一

と

。

一

イ

、
洗
浪
、
水
浴
?
凶
行

一

ハ
一
山
州
は
山
山1
1

れ
し
、
↑

陪
則
、
官
、
抗

L
元

一

占

、

L
ば

〈

取

一

=

、

「

は

え

入

ら

士

、

一

す

る

之

と

。

一

刊

誌

社

取

む

く

す

よ

床

下

、

州

政

則

等

一

ト

1
M一
二

こ

と

。

一

「

は
え
の
れ
ん
}
等
防
一
ロ
、

煮
沸

一
O
川
、
叉

1
一

三

一

ロ

屋
外

l
端
、
満
ぷ
一

H
?に
は
、
必

一

翼

置
を
す

る
こ
と
o

一
ア
イ
ロ
ン

Zけ
て
弘一

d
i
l
-
-
z一

た
の
裏
、

石
垣
の
火
、
一
守
「
ふ
た
」
を
し
、
一

-

)

一

す

之

と

。

一

マ

日

日

じ

粉

米
止
身
休

一

や
ぶ
地
帯
鑑

定

一

桃
川
札
所
K
は「
は
え
」
一
ぺ

J
D
T
品川剤、

H
H
一ハ、

「
し
ら
み
」

の
付
い
一
水
制

κ
制
しゃ
し
、
一
辺

丹、

D
P
1
泊
側
、
日
日
一
が
入
ら
ぬ
よ
う
に

、

(

た
衣
類
は
、
血
を
岐
わ
一
お
き
K
二
同

C
油
剤
を
依
則
す
る
こ
一

設
置
す
る
こ
と。

1
ζ

ゼ
ぬ
よ
う
三
週
間
放
超
一
一
巡
す
こ
主
口

主
。

一Z
幼

虫

の

駆

除

す

る

こ

と

口

二

、

は

え

の

駆

徐

一
「
は
え」

の
劫
・
中
「
う
じ

.
二
、

J

1

h

l
↑虫
」
は
、
二
、
=
一目
し
た

剖

U

一ら
地
中
に
も
ぐ
わ
、
「
3

L
設
生
源
の
除
去

一
な
ぎ
」
と
な
わ
、
ご
一
日
位

「
う
じ
虫
」

の
湧
く
の
一
し
て
成
虫
に
た
る
か
ら

怯
有
機
物
ハ
く
さ

る
物
一
早
く
殻
見
し
て
次
の
方
法

質
)
吃
限
り
ま
す
か
ら
一を
主
る
こ
と
。

ィ
、
台
所
の
捗
飯
、
ゴ

一ィ、

熱
湯
や
殺
虫
剤
に
よ

ミ
、
く
十
物
等
は
純

一
っ
て
殺
滅
す
る

こ
止
。

忙
流
し
こ
ま
在
い
よ
一
ロ
、
強
生
地
F

便
所
、
肥

う
に
ゴ
ミ
入
に
納
め
一
だ
め
、
堆
肥
所
、
魚
乾

「
ふ
た
」
を
す
旬
。
こ
と
一
燥
場
、
魚
肥
工
場
〉
の

ロ
、
ゴ
ミ
粕
に
は
完
全
一
刑
法
一
米
位
誌
を
二

O

た
「
ふ
た
」
を
付
け
一
糎
位
い
堀
り
一巡し

て、

「
は
え
」

の
嫌
う
黒
一

「
さ
在
ぎ
」
を
殺
す
こ

塗
に
す
る
こ
と
。
一
と
。

戸
、
便
所
の
汲
取
口
を
一
志
成
虫
の
駆
除

密
閉
し
、
落
し
口
に
一
ィ
、
「
は
え
叩
き
」
で
殺

も

「
ふ
た
」

を
用
意
一
す
之
と
。

し
、
窓
K
は
金
網
を
一
ロ
、
新
し
い
年
度
の
発
生

限

る

こ

と

。

一

の
親
五
と
在
不
越
冬
蝿

晶
、
牛
、

馬
、
犬
、
狛

一

社
殺
す
こ
と。

の
糞
は
早
念
に
取
り
一
ハ
二
、

コ一

月
頃
の
殴
い

片
守
け
る
と
言
。

一

日

の
防
制
り
を
き
に
、

三

、

の

み

の

駆

除

法
ィ
、
「

の
み
」
は
床
下

の
土
、

昼

下

の
ご

み
、
特
K
殻
粉
「
ね

ボ
み
」

の
紫
、
わ
ら

〈
令
等
の
巾

ι
d卵

し
、
床
下
、
昼
下
で

坐
育
す
る
か
ら
、
よ

く
清
掃
す
る
こ
と
。

て

た

た
み
、
寝
具
等

は
、
目
光
消
毒
す
る

ハ
、
「
ね
十
み
の
み
」

を
防
ぐ
た
め
、
「
ね

守
み
」
退
治
を
徹
底

す
る
之
と
υ

=
、
動
物
や
、
そ
の
小

屋
か
ら
の
殺
生
を
防

止
す
る
乙
と
。

ホ、

D
D
T
粉
末
、

B

H
C
等
の
殺
虫
剤
を

使
用
す
る
と
ミ
。

家
庭
じ
お
願
い
す
る

-
」ミ

1
家

の
う
も
や
、
そ
と

ほ
毎
目
必
令
掃
除
を

し
て
軒
並
に
清
潔
に

す
る
。

ハ
ご
み
や
、
も
わ
り
が

「
の
み
」
や
、

「
は

え
」
の
す
ま
い

忙
な

り
ま
す
。
)

2
ご
み
箱
は
、
い

つ
も

き
ち
ん
と
「
ふ
た
」

を
し
て
お
く
こ
と
。

ハ
こ
わ
れ
か
け
又
は

開
け
放
し

の
、
ご
み一

箱
は
「
は
え
」
や
「
ね
一

命
み
」
の
た
か
る
も
一

主
で
す
。

v

一

3
台
所
の
食
べ
時
四
し
、一

グ
ズ
類
在
いへ

き
れ

い
に
始
末
す
る
。

へ
食
べ
も

の
を
つ
く

る
台
所
が
暗
く
て
、

じ
め
ん
¥
し
て
い
た

り
、
ー
と
り
も
ら
し
て

あ
っ
て

什
病
気
べ

ば
い
き
ん
が
、
あ

つ

ま
り
ま
す
J

4
台
所
か
ら
道
路
ま
で

の
「
鴻
」
は
、

上
〈

鈴
川で

ば
く
。

5
河
川、

宗
地
に
ご
み

等
を
拾
て
在
い
こ
と

。
「
ふ
と
ん
」
は
、
よ

く
日
光
げ
あ
て
る
。

ハ
「
の
み
」
や
「
し

婦
に
会
、

官
公
街
、

(司 tまい主虫みはり以ら家ら街のデ
れつ~幼 (引挟?と主の、えま上、庭れを仕 Jレ大
K て生虫三ぴつんあ Lれう陪幼のし L駆ね、すの家のて歩事衛村
はい場の tl立てfJJり、もじう虫こま成除?蚊・事の内いくを 生市
繋ま斯棲 tて η 蹟虫全~集虫ふ、っす虫壮み、 が周外まと、市を
郵jす付息反?そいかす除問等らI1!nで。対幼等の 梢i~のす、や街そ
をの大 所 L戚生らが肘的は、もあそ策虫のみ 賓の掃。ミわ K デ
柿で体、ま虫中、、容 K 、持、りのを対街 、 に溝除うt三カ主す fレ
助、き 1!Pす は にかー易生いえ蚊ま理従策 生し 賓にもす事シける衛
的之まち o 、飛え?とで荷予ののす由とを害ら 行は、、 のねの生

吉 、そ三皮ば7さ市
れほののや完工 !.K
?とうっと、めいす
らきも主紙をうる
、をめカ‘く・せ自に
三かでらすもん 魔 は
ゐりや止、 。を
仕まわめ煙 、TfT
事しまま草 つ民
のよ L しの ねが
八うよ与吸 K一
割。ううが 持人
は 。。ら つ捜

成殊がてら
功 K 、 力守
し台不を
た所月f 合こ
こ の意せの
ξ 流にて街
忙し拾‘を
泣かてこそ

事
業
場
、
学

校

協

力

引

じ

わ

願

い

す

る

こ

ご

は

三

月

一

日

号

に

掲

載

し

ま

す

か

ら

御

簡

易

下

さ

い

。

ら
み
」
去
、
ふ
1
ζ

ん

に
、
や
し
た
わ
な
い

よ
う
K

し

ま

し
ょ

‘フ。〉

7

「
き
も
の
」
や

「
下

着
」
は
、
た
ひ

/
¥
h

銑
併
し
て
、
か
ら

r

k
つ
り
旬
。
之
と
。

F

つ
ぎ
、
村
ぎ

の
あ

た
η
た
も
む
で
も
、

社
詐
[
売
も
の
に
は

了
し
ら
み
L

も、

っ

か
守
傍
却
も
で
き
て

き
ホ
い
ーさ

つ
が
り
、
と

す
る
o

v

Q
n

使
所
の
務

L
口
、
く

み
止
め
口

K

一ふ

・
に
」
を

L
、
こ
え
王

位
K
H
必
ら
サ
「
p
p

央
L

を
す
Z
。

F

一一ねえ
L

が
卵
を

生
ん
で
、
う
じ
止
む

ヰ
一育
問
に
た
ら
忠
hr

模
作
陀
く
す
ぞ
。
ν

り
熱
小

Euμ
、
お
日
き

れし
r
K
L
、
街
中
で

¢
放
L
飼
い
V

を
止
め

ま
L
ょ
う
。

r
紫
K
合
み
つ
M
U

ら

れ
た
「
は
え
L

の
即

位
、
身
け
れ
は
一
白

で
か
え
む
ま
す
。
〉

刊

「
怯
え
た
た
き
」
位

位
行
ね
に
備
え
て
お

f

、」7』
1
ζ

。

ハ
{
芭
の
「
親
ば
え
」

は
、
一

夏
む
利
千
兆

匹
K
も
ふ
え

る
計
算

B
1
Tと
た
わ
を
す
。
)

h

日
他
忙
は
た
る
べ
く
魚

を
飼
う
か
、

「
あ
ひ

る
」
を
飼
う
。

ハ
「
除
、
コ
ふ
ら
」
が

わ
か
た
い
よ
う
忙
空

瓶
、
祭
縦
、
わ
れ
物

を
取
わ
か
た
や
ザ
て

阿
水
を
抑
制
め
在
い
こ

l
L
。〉

(
写
民
説
明
〉

J二

焼

却

炉

，$ 

下中

隣
加
の
ド

プい
川
除

完
全
な
プ
布
、
結


